
　

葉
山
沖
も
会
場
の
一
部
と

　

葉
山
沖
も
会
場
の
一
部
と

な
る
東
京
五
輪
の
セ
ー
リ
ン

な
る
東
京
五
輪
の
セ
ー
リ
ン

グ
競
技
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

グ
競
技
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

町
と
教
育
委
員
会
が
主
催
し

町
と
教
育
委
員
会
が
主
催
し

た
「
葉
山
ヨ
ッ
ト
フ
ェ
ス
」

た
「
葉
山
ヨ
ッ
ト
フ
ェ
ス
」

が
８
月

が
８
月
2525
日
葉
山
港
周
辺
で

日
葉
山
港
周
辺
で

開
か
れ
た

開
か
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

２
年
目
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

　

２
年
目
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

を
同
町
で
行
う
英
国
チ
ー
ム

を
同
町
で
行
う
英
国
チ
ー
ム

８
人
と
町
民
と
の
親
善
レ
ー

８
人
と
町
民
と
の
親
善
レ
ー

ス
が
注
目
さ
れ
、
多
く
の
観

ス
が
注
目
さ
れ
、
多
く
の
観

客
が
港
か
ら
観
戦
し
た
。

客
が
港
か
ら
観
戦
し
た
。

　

町
セ
ー
リ
ン
グ
協
会
ヨ
ッ

　

町
セ
ー
リ
ン
グ
協
会
ヨ
ッ

ト
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
や
慶
應

ト
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
や
慶
應

高
校
ヨ
ッ
ト
部
の
選
手
な
ど

高
校
ヨ
ッ
ト
部
の
選
手
な
ど

を
含
め
約

を
含
め
約
1010
艇
が
参
戦
。

艇
が
参
戦
。
鐙あ

ぶ
あ
ぶ

摺ず
り
ず
り

沖
の
風
上
と
風
下
に
立
て

沖
の
風
上
と
風
下
に
立
て

ら
れ
た
２
つ
の
ブ
イ
を
２
周

ら
れ
た
２
つ
の
ブ
イ
を
２
周

す
る
コ
ー
ス
で
は
、
台

す
る
コ
ー
ス
で
は
、
台

風
一
過
の
難
し
い
コ
ン

風
一
過
の
難
し
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
い
か
に

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
い
か
に

制
す
る
か
が
勝
敗
の
決

制
す
る
か
が
勝
敗
の
決

め
手
と
な
っ
た
。

め
手
と
な
っ
た
。

　

８
月
に
ア
メ
リ
カ
で

　

８
月
に
ア
メ
リ
カ
で

の
世
界
選
手
権
に
も
出

の
世
界
選
手
権
に
も
出

場
し
た

場
し
た
1616
歳
の
高
校
生

歳
の
高
校
生

ペ
ア
林
・
上
田
組
が
、

ペ
ア
林
・
上
田
組
が
、

４
２
０
級
の
レ
ー
ス
で

４
２
０
級
の
レ
ー
ス
で

英
国
チ
ー
ム
と
互
角
に

英
国
チ
ー
ム
と
互
角
に

戦
い
準
優
勝
。
林

戦
い
準
優
勝
。
林
玄げ

ん
げ
ん

く
ん
は

く
ん
は

「
大
き
な
ミ
ス
を
し
な
か
っ

「
大
き
な
ミ
ス
を
し
な
か
っ

た
こ
と
が
勝
因
。
地
元
で
こ

た
こ
と
が
勝
因
。
地
元
で
こ

の
よ
う
な
経
験
が
で
き
て
嬉

の
よ
う
な
経
験
が
で
き
て
嬉

し
い
」
と
優
勝
し
た
英
国
ペ

し
い
」
と
優
勝
し
た
英
国
ペ

ア
と
握
手
を
交
わ
し
た
。

ア
と
握
手
を
交
わ
し
た
。

　

最
終
レ
ー
ス
で
は
学
生
時

　

最
終
レ
ー
ス
で
は
学
生
時

代
に
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

代
に
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

　

市
民
団
体
間
の
交
流
を
通

　

市
民
団
体
間
の
交
流
を
通

し
て
鎌
倉
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

し
て
鎌
倉
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

テ
ィ
に
認
定
さ
れ
て
い
る
大

テ
ィ
に
認
定
さ
れ
て
い
る
大

韓
民
国
安
東
市
か
ら
、
公
務

韓
民
国
安
東
市
か
ら
、
公
務

員
や
商
工
会
議
所
会
長
、
社

員
や
商
工
会
議
所
会
長
、
社

会
福
祉
関
係
者
な
ど
ま
ち
づ

会
福
祉
関
係
者
な
ど
ま
ち
づ

く
り
を
学
ぶ
訪
日
団

く
り
を
学
ぶ
訪
日
団
1313
人
が
人
が

９
月
９
月
1414
日
鎌
倉
市
役
所
を
訪

日
鎌
倉
市
役
所
を
訪

れ
た
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

市
役
所
入
り
口
で
松
尾
崇

　

市
役
所
入
り
口
で
松
尾
崇

鎌
倉
市
長
や
市
の
職
員
に
出

鎌
倉
市
長
や
市
の
職
員
に
出

迎
え
ら
れ
た
一
行
は
、
市
長

迎
え
ら
れ
た
一
行
は
、
市
長

室
に
入
る
と
松
尾
市
長

室
に
入
る
と
松
尾
市
長

か
ら
「
２
０
１
３
年
の

か
ら
「
２
０
１
３
年
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
の

協
定
以
来
、
市
民
団
体

協
定
以
来
、
市
民
団
体

の
交
流
は
ま
す
ま
す
盛

の
交
流
は
ま
す
ま
す
盛

ん
に
な
っ
て
き
た
。
今

ん
に
な
っ
て
き
た
。
今

後
の
交
流
の
深
ま
り
と

後
の
交
流
の
深
ま
り
と

両
市
の
発
展
を
祈
る
」

両
市
の
発
展
を
祈
る
」

と
歓
迎
を
受
け
た
。

と
歓
迎
を
受
け
た
。

　

代
表
の
ヒ
ョ
ン
ス
さ

　

代
表
の
ヒ
ョ
ン
ス
さ

ん
が
感
謝
の
気
持
ち
を

ん
が
感
謝
の
気
持
ち
を

表
す
拍
手
を
皆
で
し
た

表
す
拍
手
を
皆
で
し
た

あ
と
、「
人
口
や
産
業

あ
と
、「
人
口
や
産
業

面
で
似
て
い
る
鎌
倉
の

面
で
似
て
い
る
鎌
倉
の

方
法
を
習
っ
て
自
分
た
ち
の

方
法
を
習
っ
て
自
分
た
ち
の

地
域
に
取
り
入
れ
よ
う
と
思

地
域
に
取
り
入
れ
よ
う
と
思

う
」
と
視
察
の
目
的
を
語
っ

う
」
と
視
察
の
目
的
を
語
っ

た
。
市
の
担
当
者
か
ら
、
歴

た
。
市
の
担
当
者
か
ら
、
歴

史
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

史
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

や
観
光
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ

や
観
光
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ

ャ
ー
が
開
か
れ
た
。

ャ
ー
が
開
か
れ
た
。

　

歓
迎
に
訪
れ
た
鎌
倉
市
安

　

歓
迎
に
訪
れ
た
鎌
倉
市
安

東
友
好
交
流
会
の
兵
籐
芳
朗

東
友
好
交
流
会
の
兵
籐
芳
朗

会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
人
と

会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
人
と

人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大

人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
て
交
流
し
て
い
き
た

切
に
し
て
交
流
し
て
い
き
た

　

1010
月
の
第

月
の
第
6060
回
鎌
倉
薪

回
鎌
倉
薪

能
を
前
に
出
演
す
る
金
春

能
を
前
に
出
演
す
る
金
春

流
8181
世
金
春
憲
和
宗
家

世
金
春
憲
和
宗
家

（
3636
）
と
）
と
＝
写
真
左

＝
写
真
左
、
金
、
金

春
流
能
楽
師
・
山
井
綱
雄

春
流
能
楽
師
・
山
井
綱
雄

さ
ん
（

さ
ん
（
4545
）
が
、
９
月

）
が
、
９
月
1818

日
鎌
倉
市
役
所
を
表
敬
訪

日
鎌
倉
市
役
所
を
表
敬
訪

問
し
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
に

問
し
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
に

能
の
演
目
「

能
の
演
目
「
翁お

き
な

お
き
な

」
を
素
謡
で

」
を
素
謡
で

披
露
し
た
。

披
露
し
た
。

　

金
春
流
は
鎌
倉
薪
能
の
監

　

金
春
流
は
鎌
倉
薪
能
の
監

修
を
初
回
か
ら
務
め
て
き

修
を
初
回
か
ら
務
め
て
き

た
。
今
回
は

た
。
今
回
は
6060
回
の
記
念
公

回
の
記
念
公

演
と
い
う
こ
と
で
、
神
事
能

演
と
い
う
こ
と
で
、
神
事
能

「
神
楽
式
」
を
鎌
倉
で
は
初

「
神
楽
式
」
を
鎌
倉
で
は
初

め
て
奉
納
し
、
天
下
泰
平
・

め
て
奉
納
し
、
天
下
泰
平
・

国
家
安
泰
・
五
穀
豊
穣
を
祈

国
家
安
泰
・
五
穀
豊
穣
を
祈

願
す
る
。「
乱
」「
石
橋
」
な

願
す
る
。「
乱
」「
石
橋
」
な

ど
め
で
た
い
席
で
演
じ
ら
れ

ど
め
で
た
い
席
で
演
じ
ら
れ

る
祝
言
能
で

る
祝
言
能
で
6060
回
な
ら
で
は

回
な
ら
で
は

の
絢
爛
豪
華
な
舞
を
披
露

の
絢
爛
豪
華
な
舞
を
披
露

し
、
招
福
と
心
の
浄
化
を
は

し
、
招
福
と
心
の
浄
化
を
は

か
る
と
い
う
。

か
る
と
い
う
。

　

鎌
倉
薪
能
は

　

鎌
倉
薪
能
は
1010
月
５
・
６

月
５
・
６

　

鎌
倉
市
政
の
充
実

　

鎌
倉
市
政
の
充
実

と
市
民
生
活
の
向
上

と
市
民
生
活
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を

に
寄
与
す
る
こ
と
を

　

毎
年
、
東
日
本
大
震
災
の

　

毎
年
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
を
鎌

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
を
鎌

倉
に
招
待
し
て
い
る
未
来
・

倉
に
招
待
し
て
い
る
未
来
・

連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
齊
藤

連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
齊
藤

美
代
子
代
表
）
の
チ
ャ
リ
テ

美
代
子
代
表
）
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
文
化
祭
が

ィ
ー
文
化
祭
が
1010
月
1313
・
1414

・
1515
の
３
日
間
、
北
鎌
倉
の

の
３
日
間
、
北
鎌
倉
の

建
長
寺
で
行
わ
れ
る
。
文
化

建
長
寺
で
行
わ
れ
る
。
文
化

祭
の
収
益
を
来
年
８
月
に
福

祭
の
収
益
を
来
年
８
月
に
福

島
県
楢
葉
町
の
住
民
１
０
０

島
県
楢
葉
町
の
住
民
１
０
０

人
を
招
待
す
る
た
め
の
資
金

人
を
招
待
す
る
た
め
の
資
金

に
充
て
る
。

に
充
て
る
。

　

お
茶
会（

　

お
茶
会（
1313
・
1414
日
の
み
、

日
の
み
、

５
百
円
）、華
道
展
、
陶
芸
展

５
百
円
）、華
道
展
、
陶
芸
展

は
得
月
楼
、
写
真
展
＆
絵
画

は
得
月
楼
、
写
真
展
＆
絵
画

展
は
法
堂
。
午
前

展
は
法
堂
。
午
前
1010
時
〜
午

時
〜
午

後
４
時
、

後
４
時
、1515
日
は
２
時
ま
で
。

日
は
２
時
ま
で
。

　

1414
日
午
後
１
時
、
龍
王
殿

日
午
後
１
時
、
龍
王
殿

で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
「
錦
秋
の
響
き
」
。
笙
・

ト
「
錦
秋
の
響
き
」
。
笙
・

東
儀
九
十
九
、
龍
笛
と
舞
楽

東
儀
九
十
九
、
龍
笛
と
舞
楽

・
東
儀
雅
美
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

・
東
儀
雅
美
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
・
フ
ル
ー
ト
・
ソ
プ
ラ
ノ

ン
・
フ
ル
ー
ト
・
ソ
プ
ラ
ノ

・
キ
ー
ボ
ー
ド
の
ア
ン
サ
ン

・
キ
ー
ボ
ー
ド
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
も
。
３
５
０
０
円
、
前

ブ
ル
も
。
３
５
０
０
円
、
前

売
３
０
０
０
円
、
別
途
拝
観

売
３
０
０
０
円
、
別
途
拝
観

料
５
０
０
円
。

料
５
０
０
円
。

　

問
い
合
わ
せ
齊
藤
方
０
９

　

問
い
合
わ
せ
齊
藤
方
０
９

０
・
３
６
８
９
・
８
０
１
１

０
・
３
６
８
９
・
８
０
１
１

目
的
と
す
る
鎌
倉
三
日
会

目
的
と
す
る
鎌
倉
三
日
会

（
渋
谷
哲
男
会
長
）
が
８
月

（
渋
谷
哲
男
会
長
）
が
８
月

2424
日
、「
大
倉
幕
府
解
明
に

日
、「
大
倉
幕
府
解
明
に

向
け
て
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
組

向
け
て
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
組

成
の
提
言
」
を
松
尾
崇
市
長

成
の
提
言
」
を
松
尾
崇
市
長

に
手
渡
し
た

に
手
渡
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
会
は
２
０
１
６
年
に

　

同
会
は
２
０
１
６
年
に

「
中
世
鎌
倉
再
発
見
構
想
」

「
中
世
鎌
倉
再
発
見
構
想
」

を
策
定
し
、
第
１
回
の
提
言

を
策
定
し
、
第
１
回
の
提
言

と
し
て
、
中
世
遺
跡
の
活
用

と
し
て
、
中
世
遺
跡
の
活
用

に
あ
た
っ
て
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

に
あ
た
っ
て
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
概
念
を
公
民
協
働
の
下

ア
ム
概
念
を
公
民
協
働
の
下

で
援
用
す
る
こ
と
を
呼
び
か

で
援
用
す
る
こ
と
を
呼
び
か

け
、
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館

け
、
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館

の
開
館
で
そ
の
構
想
を
一
歩

の
開
館
で
そ
の
構
想
を
一
歩

進
展
さ
せ
た
。

進
展
さ
せ
た
。

　

今
回
は
２
回
目
の
提
言

　

今
回
は
２
回
目
の
提
言

で
、
雪
ノ
下
地
域
の
大
蔵
幕

で
、
雪
ノ
下
地
域
の
大
蔵
幕

府
跡
で
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ

府
跡
で
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
計
画
が
予
定
さ
れ
て

ン
建
設
計
画
が
予
定
さ
れ
て

い
る
の
を
危
惧
し
て
「
公
民

い
る
の
を
危
惧
し
て
「
公
民

協
働
・
全
国
連
携
に
よ
る
大

協
働
・
全
国
連
携
に
よ
る
大

倉
幕
府
解
明
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

倉
幕
府
解
明
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
を
組
成
し
、
幕
府
誕
生
地

ス
を
組
成
し
、
幕
府
誕
生
地

の
確
定
を
図
る
べ
き
」
と
提

の
確
定
を
図
る
べ
き
」
と
提

言
し
た
。
会
は
総
力
を
挙
げ

言
し
た
。
会
は
総
力
を
挙
げ

て
そ
の
活
動
に
協
力
し
て
い

て
そ
の
活
動
に
協
力
し
て
い

く
と
い
う
。

く
と
い
う
。

い
」
と
話
し
て
い
た
。

い
」
と
話
し
て
い
た
。

で
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

で
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

獲
得
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

獲
得
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

目
指
し
た
経
験
を
持
つ
山
梨

目
指
し
た
経
験
を
持
つ
山
梨

崇
仁
町
長
が
優
勝
。

崇
仁
町
長
が
優
勝
。

　

英
国
チ
ー
ム
の
ク
リ
ス
・

　

英
国
チ
ー
ム
の
ク
リ
ス
・

ゴ
ア
ー
ズ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

ゴ
ア
ー
ズ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

（
5151
）は「
葉
山
は
ヨ
ッ
ト
の

）は「
葉
山
は
ヨ
ッ
ト
の

町
で
あ
る
と
感
じ
る
。
地
元

町
で
あ
る
と
感
じ
る
。
地
元

の
協
力
の
お
か
げ
で
研
鑽
で

の
協
力
の
お
か
げ
で
研
鑽
で

き
る
」
と
感
謝
を
伝
え
た
。

き
る
」
と
感
謝
を
伝
え
た
。

　

英
国
選
手
た
ち
は
町
民
と

　

英
国
選
手
た
ち
は
町
民
と

交
流
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
町
内

交
流
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
町
内

の
店
舗
が
飲
食
ブ
ー
ス
な
ど

の
店
舗
が
飲
食
ブ
ー
ス
な
ど

を
出
店
し
、
葉
山
御
前
太

を
出
店
し
、
葉
山
御
前
太

鼓
、
子
ど
も
た
ち
の
空
手
道

鼓
、
子
ど
も
た
ち
の
空
手
道

演
武
や
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

演
武
や
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。（
Ｋ
）

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。（
Ｋ
）

石
塔
、
石
仏
が
並
ん
で
い
ま

石
塔
、
石
仏
が
並
ん
で
い
ま

す
。
す
。

　

＊

　

＊
神
さ
ま
ご
臨
席
の
日　

神
さ
ま
ご
臨
席
の
日　

夏
の
暑
さ
が
去
り
や
ら
ぬ
９

夏
の
暑
さ
が
去
り
や
ら
ぬ
９

月
初
め
、
大
根
会
の
み
な
さ

月
初
め
、
大
根
会
の
み
な
さ

ん
の
要
望
も
あ
っ
て
、
五
所

ん
の
要
望
も
あ
っ
て
、
五
所

神
社
に
詣
り
ま
し
た
。
と
こ

神
社
に
詣
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
一
行
の
足
は
境
内
に

ろ
が
、
一
行
の
足
は
境
内
に

入
る
手
前
で
止
ま
っ
て
し
ま

入
る
手
前
で
止
ま
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
鳥
居
を
境
に
し

い
ま
し
た
。
鳥
居
を
境
に
し

て
空
気
が
変
わ
る
と
い
う
の

て
空
気
が
変
わ
る
と
い
う
の

で
す
。
大
根
師
は
花
の
香
り

で
す
。
大
根
師
は
花
の
香
り

が
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
鳥

が
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
鳥

居
の
右
の
柱
の
辺
り
で
す
。

居
の
右
の
柱
の
辺
り
で
す
。

半
信
半
疑
で
深
呼
吸
す
る

半
信
半
疑
で
深
呼
吸
す
る

と
、
仄
か
に
香
り
ら
し
き
も

と
、
仄
か
に
香
り
ら
し
き
も

の
を
感
じ
ま
す
。
近
く
に
金

の
を
感
じ
ま
す
。
近
く
に
金

木
犀
の
若
木
が
あ
り
ま
す

木
犀
の
若
木
が
あ
り
ま
す

が
、
花
の
時
期
で
は
あ
り
ま

が
、
花
の
時
期
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
気
の
せ
い
と
も
言
い

せ
ん
。
気
の
せ
い
と
も
言
い

切
れ
な
い
香
り
で
す
。

切
れ
な
い
香
り
で
す
。

　
「
こ
の
現
象
を
ど
う
解
釈

　
「
こ
の
現
象
を
ど
う
解
釈

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

？
」
大
根
師
に
訪
ね
ま
し

？
」
大
根
師
に
訪
ね
ま
し

た
。
た
。

　

「
今
日
は
神
様
が
い
ら
っ

　

「
今
日
は
神
様
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
か

し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
願
い

も
し
れ
ま
せ
ん
。
願
い

事
な
ど
あ
れ
ば
い
い
チ

事
な
ど
あ
れ
ば
い
い
チ

ャ
ン
ス
で
す
」

ャ
ン
ス
で
す
」

　

＊

　

＊
眠
れ
る
倶
利
迦
羅

眠
れ
る
倶
利
迦
羅

龍　

大
根
師
の
解
釈
に

　

大
根
師
の
解
釈
に

期
待
し
て
社
殿
に
向
か

期
待
し
て
社
殿
に
向
か

う
と
、
い
く
つ
も
の
パ

う
と
、
い
く
つ
も
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
見
つ
か
り

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
中
で
も
、
皆
さ
ん

ま
し
た
。
中
で
も
、
皆
さ
ん

が
強
く
反
応
し
た
の
は
三
か

が
強
く
反
応
し
た
の
は
三
か

所
で
し
た
。
一
番
は
本
殿
前

所
で
し
た
。
一
番
は
本
殿
前

の
左
手
、
賽
銭
箱
の
角
で
し

の
左
手
、
賽
銭
箱
の
角
で
し

た
。
み
な
手
を
合
わ
せ
る
時

た
。
み
な
手
を
合
わ
せ
る
時

間
が
、
い
つ
も
よ
り
長
い
よ

間
が
、
い
つ
も
よ
り
長
い
よ

う
で
す
。
丁
寧
に
名
前
、
住

う
で
す
。
丁
寧
に
名
前
、
住

所
を
述
べ
、
願
い
ご
と
や
参

所
を
述
べ
、
願
い
ご
と
や
参

拝
で
き
た
こ
と
へ
の
お
礼
な

拝
で
き
た
こ
と
へ
の
お
礼
な

ど
を
申
し
上
げ
て
い
る
の
で

ど
を
申
し
上
げ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

　

次
は
石
上
稲
荷
の
祠
の
斜

　

次
は
石
上
稲
荷
の
祠
の
斜

め
左
前
。
前
に
引
か
れ
る
感

め
左
前
。
前
に
引
か
れ
る
感

じ
、
後
ろ
に
引
か
れ
る
感

じ
、
後
ろ
に
引
か
れ
る
感

じ
、
そ
れ
は
人
に
よ
っ
て
違

じ
、
そ
れ
は
人
に
よ
っ
て
違

う
よ
う
で
す
。
共
通
し
て
い

う
よ
う
で
す
。
共
通
し
て
い

る
の
は
、
温
か
く
な
っ
た
、

る
の
は
、
温
か
く
な
っ
た
、

気
分
が
す
っ
き
り
し
た
と
い

気
分
が
す
っ
き
り
し
た
と
い

う
感
想
で
す
。
こ
こ
に
は
プ

う
感
想
で
す
。
こ
こ
に
は
プ

ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る

ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る

よ
う
で
す
。

よ
う
で
す
。

　

意
外
な
の
は
、
板
碑
が
注

　

意
外
な
の
は
、
板
碑
が
注

目
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

目
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
鎌
倉
時
代
の
石
工
が
彫

す
。
鎌
倉
時
代
の
石
工
が
彫

っ
た
力
強
い
図
柄
の
板
碑

っ
た
力
強
い
図
柄
の
板
碑

で
、
市
の
指
定
文
化
財
で
も

で
、
市
の
指
定
文
化
財
で
も

あ
る
の
で
す
が
、
だ
れ
も
関

あ
る
の
で
す
が
、
だ
れ
も
関

心
を
示
し
ま
せ
ん
。
他
所
か

心
を
示
し
ま
せ
ん
。
他
所
か

ら
移
さ
れ
た
た
め
か
、
現
在

ら
移
さ
れ
た
た
め
か
、
現
在

の
場
所
に
問
題
が
あ
る
の

の
場
所
に
問
題
が
あ
る
の

か
、
鋭
い
剣
に
巻
き
つ
い
た

か
、
鋭
い
剣
に
巻
き
つ
い
た

倶
利
迦
羅
龍
に
も
力
を
発
揮

倶
利
迦
羅
龍
に
も
力
を
発
揮

で
き
な
い
事
情
が
あ
る
よ
う

で
き
な
い
事
情
が
あ
る
よ
う

で
す
。

で
す
。

　

＊

　

＊
お
春
像
の
悲
劇

お
春
像
の
悲
劇　

逆
に

　

逆
に

小
さ
く
て
目
立
た
な
い
お
春

小
さ
く
て
目
立
た
な
い
お
春

の
石
仏
が
注
目
さ
れ
た
の
は

の
石
仏
が
注
目
さ
れ
た
の
は

意
外
で
し
た
。
説
明
板
に
は

意
外
で
し
た
。
説
明
板
に
は

江
戸
時
代
の
石
仏
で
、
石
像

江
戸
時
代
の
石
仏
で
、
石
像

の
主
は
不
明
と
あ
り
ま
す
。

の
主
は
不
明
と
あ
り
ま
す
。

続
い
て
「
後
ろ
手
に
縛
ら

続
い
て
「
後
ろ
手
に
縛
ら

れ
、
仰
向
け
に
正
座
し
、
単

れ
、
仰
向
け
に
正
座
し
、
単

衣
の
着
物
を
左
前
に
着
せ
ら

衣
の
着
物
を
左
前
に
着
せ
ら

れ
、
細
い
腰
ひ
も
を
結
ん
で

れ
、
細
い
腰
ひ
も
を
結
ん
で

い
る
姿
は
、
処
刑
前
の
死
装

い
る
姿
は
、
処
刑
前
の
死
装

束
に
見
え
る
。
隠
れ
キ
リ
シ

束
に
見
え
る
。
隠
れ
キ
リ
シ

タ
ン
殉
教
の
姿
と
伝
え
ら
れ

タ
ン
殉
教
の
姿
と
伝
え
ら
れ

る
」
と
あ
り
ま
す
。

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

伝
承
の
真
偽
は
わ
か
り
ま

　

伝
承
の
真
偽
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
こ
こ
に
は
マ
イ
ナ

せ
ん
が
、
こ
こ
に
は
マ
イ
ナ

ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
よ

ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
よ

う
で
す
。
大
根
師
は
、
お
春

う
で
す
。
大
根
師
は
、
お
春

は
1212
歳
、
母
、
弟
と
共
に
斬

歳
、
母
、
弟
と
共
に
斬

首
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

首
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
、
気
味
の
悪
い
こ
と
を
言

と
、
気
味
の
悪
い
こ
と
を
言

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長

い
時
間
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま

い
時
間
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま

し
た
。
残
暑
を
忘
れ
る
一
瞬

し
た
。
残
暑
を
忘
れ
る
一
瞬

で
し
た
。

で
し
た
。

　

＊

　

＊
神
さ
ま
の
宝
庫

神
さ
ま
の
宝
庫　

材
木

　

材
木

座
の
五
所
神
社
は
、
明
治
時

座
の
五
所
神
社
は
、
明
治
時

代
の
末
に
村
社
や
寺
に
付
属

代
の
末
に
村
社
や
寺
に
付
属

し
て
い
た
社
を
統
合
し
た
も

し
て
い
た
社
を
統
合
し
た
も

の
で
す
。
元
か
ら
こ
の
地
に

の
で
す
。
元
か
ら
こ
の
地
に

あ
っ
た
三
島
神
社
と
八
雲
神

あ
っ
た
三
島
神
社
と
八
雲
神

社
、
九
品
寺
近
く
か
ら
移
さ

社
、
九
品
寺
近
く
か
ら
移
さ

れ
た
諏
訪
神
社
、
材
木
座
の

れ
た
諏
訪
神
社
、
材
木
座
の

来
迎
寺
付
近
に
あ
っ
た
金
刀

来
迎
寺
付
近
に
あ
っ
た
金
刀

羅
宮
、
補
陀
洛
寺
の
境
内
か

羅
宮
、
補
陀
洛
寺
の
境
内
か

ら
移
さ
れ
た
見
目
八
坂
明
神

ら
移
さ
れ
た
見
目
八
坂
明
神

の
５
社
で
す
。

の
５
社
で
す
。

　

祭
神
は

　

祭
神
は
天あ

ま
あ
ま

照て
ら
す

て
ら
す

大お
お
み

お
お
み

神か
み
か
み

、
大お

お
お
お

山や
ま
や
ま

祇つ
み
の

つ
み
の

命み
こ
と

み
こ
と、
建た

け
た
け

御み

名な

方か
た
の

か
た
の

神か
み
か
み

、

崇す

徳と
く
と
く

院い
ん
い
ん

霊み
た
ま

み
た
ま、

素す

蓋さ
の
さ
の

鳴お
の
お
の

命み
こ
と

み
こ
との

５
の
５

柱
で
、
五
穀
豊
穣
、
豊
漁
、

柱
で
、
五
穀
豊
穣
、
豊
漁
、

海
上
安
全
の
神
社
と
し
て
信

海
上
安
全
の
神
社
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
境
内
に
は
各

　

こ
の
ほ
か
、
境
内
に
は
各

地
か
ら
集
め
ら
れ
た
庚
申
塔

地
か
ら
集
め
ら
れ
た
庚
申
塔

や
山
岳
修
験
道
の
石
碑
、
疱

や
山
岳
修
験
道
の
石
碑
、
疱

瘡
ば
あ
さ
ん
の
石
、
海
中
か

瘡
ば
あ
さ
ん
の
石
、
海
中
か

ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
と
い
う

ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
と
い
う

石
上
稲
荷
社
、
倶
利
迦
羅
龍

石
上
稲
荷
社
、
倶
利
迦
羅
龍

を
刻
ん
だ
板
碑
、
猪
に
乗
っ

を
刻
ん
だ
板
碑
、
猪
に
乗
っ

た
摩
利
支
天
像
、
後
ろ
手
に

た
摩
利
支
天
像
、
後
ろ
手
に

縛
ら
れ
た
異
様
な
姿
を
し
た

縛
ら
れ
た
異
様
な
姿
を
し
た

お
春
の
石
仏
な
ど
、
多
く
の

お
春
の
石
仏
な
ど
、
多
く
の

　

鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
で
９
月

　

鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
で
９
月
1616

日
、
例
大
祭
の
「
流
鏑
馬
神
事
」

日
、
例
大
祭
の
「
流
鏑
馬
神
事
」

が
行
わ
れ
た

が
行
わ
れ
た
＝
写
真
は
松
原
省
吾

＝
写
真
は
松
原
省
吾

さ
ん
撮
影
。

さ
ん
撮
影
。

　

１
１
８
７
年
（
文
治
３
）
源
頼

　

１
１
８
７
年
（
文
治
３
）
源
頼

朝
に
よ
り
行
わ
れ
た
の
が
始
ま
り

朝
に
よ
り
行
わ
れ
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
る
伝
統
行
事
。

と
さ
れ
る
伝
統
行
事
。

　

小
笠
原
流
の
奉
納
で
、
射
手
が

　

小
笠
原
流
の
奉
納
で
、
射
手
が

約
２
５
０
ｍ
の
馬
場
を
疾
走
す
る

約
２
５
０
ｍ
の
馬
場
を
疾
走
す
る

馬
の
上
か
ら
矢
を
構
え
、
的
を
次

馬
の
上
か
ら
矢
を
構
え
、
的
を
次

々
と
射
ぬ
く
。
命
中
す
る
と
観
客

々
と
射
ぬ
く
。
命
中
す
る
と
観
客

か
ら
拍
手
と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

か
ら
拍
手
と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

・
７
日
午
後
６
時
開
演
、
鎌

・
７
日
午
後
６
時
開
演
、
鎌

倉
宮
。
７
千
円
〜
。
鎌
倉
市

倉
宮
。
７
千
円
〜
。
鎌
倉
市

観
光
協
会
☎
０
４
６
７
・

観
光
協
会
☎
０
４
６
７
・
2323

・
３
０
５
０

・
３
０
５
０

今
年
は
福
島
県
富
岡
町
の

今
年
は
福
島
県
富
岡
町
の

住
民
百
人
を
招
待
し
た

住
民
百
人
を
招
待
し
た

お春の像お春の像

五所社殿五所社殿

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦 1818

残
暑
の
五
所
神
社
で

残
暑
の
五
所
神
社
で

英
国
チ
ー
ム
と
町
民
ら
親
善
レ
ー
ス

英
国
チ
ー
ム
と
町
民
ら
親
善
レ
ー
ス

葉
山
ヨ
ッ
ト
フ
ェ
ス

葉
山
ヨ
ッ
ト
フ
ェ
ス

鎌
倉
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぼ
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大倉幕府解明の提言大倉幕府解明の提言 鎌倉三日会鎌倉三日会

勇壮、華麗　流鏑馬神事勇壮、華麗　流鏑馬神事

２０１８年（平成３０年）10 月１日 第475号 1部　108円 （２）


